
10 月 活動報告書 

 

開 催 月 日 ・ 時 間 令和６年 10 月 2 日（水）～10 月 3 日（木） 

開 催 場 所 淡路島北淡町及び神戸市 

参  加  人  員 会員 ４３人（家族 3 人） 

 

今回、初の試みとして 1 泊見学会を実施した。概要は以下の通り。 

●1 日目 

最初に訪れたのが 29 年前の阪神淡路大震災の震源に程近い「北淡震災記念公園」。

園内の野島断層は正に自然の脅威を今に伝えるものとして国の天然記念物に指定

されている。 

 

次に訪れたのが「あわじ花さじき」。紀淡海峡を臨む高台に位置し、今が盛りのブ

ルーサルビアを鑑賞した。本日の宿は「舞子ビラ」。明石海峡大橋を臨むツインル

ームのシングル使用、夕食は多彩な料理が用意されたバイキングと参加者の満足

度は極めて髙かった。 

夜はラウンジ組、カラオケ組、自室休養組と分かれ各々神戸の夜を楽しんだ。 

 

●2 日目 

あいにくの雨の中、最初に訪れたのが「舞子海上プロムナード」。 

明石海峡大橋の真下に設けられ、海に突出した 300 米超の回遊式遊歩道の散策を

体験することが出来た。 

 

次に訪れたのが神戸市東部に位置する「灘五郷」。この頃には雨も上がり一安心。

「灘五郷」は云わずと知れた 3 大酒都（灘・伏見・西条）の頂点に君臨する我が

国を代表する酒処であるが一方で震災の被害が甚大であった地域でもある。 

ここでは「沢の鶴」と「菊正宗」の資料館を訪問，それぞれ杜氏の説明を受けなが

ら酒蔵を見学、その後は試飲と買い物を楽しんだ。 

 

昼食は三宮に移動し神戸牛ステーキランチを堪能、午後は「楠公さん」の名で親し

まれる「湊川神社」を見学、宮司の案内で楠正成終焉の地となった本神社の縁起に

ついて説明を受けた。 

 

    
 


